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湘
北
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
香

川
二
―
一
八
―
一
七
の
平
屋
一
戸
建
に
移
転

し
て
か
ら
一
年
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

の
お
目
に
止
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

外
観
は
何
の
特
徴
も
な
く
見
過
ご
し
て
し

ま
い
そ
う
な
家
で
す
が
、
湘
北
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
生
活
を
支
え

る
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で
、
受
付
業
務
と
し
て
電
話
や
来

所
等
で
生
活
支
援
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
金
曜
日
午
前
中
は
「
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
」
で
、
こ
れ
は
独
居
高
齢
者
へ
電
話
し

て
安
否
を
確
認
す
る
見
守
り
の
支
援
で
す
。

さ
ら
に
敬
愛
訪
問
が
あ
り
、
高
齢
の
方
々
を

訪
問
し
て
話
し
相
手
を
し
な
が
ら
、
孤
独
感

を
和
ら
げ
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
頂
く
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
ま
だ
年
度
途

中
で
す
が
、
一
月
十
八
日
現
在
の
生
活
支
援

の
利
用
件
数
は
百
二
十
八
件
で
、
昨
年
よ
り

増
加
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
地
区
に
徐
々
に
浸
透
し
て
来
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
介
護
保
険
で
は
出
来
な
い
〝

ち
ょ
っ
と
手
を
貸
し
て
ほ
し
い
〞
と
い
う
時

思
い
出
し
て
御
利
用
下
さ
い
。
留
守
電
も
利

用
で
き
ま
す
。 

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
見

学
者
も
多
く
、
相
模
原
市
、
大
和
市
、
鎌
倉

市
大
船
地
区
か
ら
も
來
所
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
意
欲
的
に

研
修
さ
れ
ま
し
た
。
相
模
原
市
か
ら
は
三
十

余
名
バ
ス
を
仕
立
て
て
の
見
学
で
し
た
。
ま

た
、
十
二
月
に
は
北
陽
中
学
校
二
年
生
が
四

名
学
習
の
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

選
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
学

ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。 

社
会
の
人
口
構
成
が
変
化
し
、
人
々
の
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
く
な
か
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
地
域
に
必
要
な

も
の
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
お
互
い
に
支
え
合
う
心
を
持
ち
寄
っ
て

大
き
な
地
域
の
力
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
下
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

湘
北
地
区
の
地
域
福
祉
を
考
え
る
懇
談
会
主
催 

 

平
成
二
十
二
年
一
月
十
一
日(

月)

、
午

前
十
時
香
川
駅
に
集
合
し
、
二
つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
車
椅
子
に
乗
っ
て
街
を
探
検
し

て
見
よ
う
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
市
の
福
祉
総
務
課
、
茅
ヶ
崎
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
か
ね
」、
福
祉
施
設
「
下
宿
屋
」、
懇
談

会
実
行
委
員
会
グ
ル
ー
プ
の
方
々
約
三
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
①
香
川
駅
↓

駅
ト
イ
レ
↓
「
下
宿
屋
」
↓
ク
ラ
ウ
ン
↓
香

川
自
治
会
館
↓
香
川
小
学
校
五
叉
路
↓
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
と
②
香
川
駅
↓
ク
ラ

ウ
ン
↓
「
下
宿
屋
」
↓
香
川
第
一
青
少
年
広

場
↓
香
川
小
学
校
五
叉
路
↓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、
危
険
個
所

や
上
り
坂
、
下
り
坂
で
の
車
椅
子
に
乗
っ
て

い
る
人
、
押
す
人
の
体
験
か
ら
、
問
題
点
、

感
じ
た
こ
と
等
、
左
記
の
よ
う
な
沢
山
の
意

見
が
出
ま
し
た
。 

★
車
椅
子
に
乗
っ
て
物
を
落
と
す
と
拾
え
な
い
。 

★
香
川
教
会
前
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
る
と
良
い
。 

★
道
路
に
針
が
出
て
い
る
所
が
あ
る
。 

★
車
と
の
す
れ
違
い
の
時
、
道
路
が
狭
く
て
怖
い
。 

★
香
川
駅
ト
イ
レ
入
口
の
歩
道
が
狭
い
。 

★
道
路
の
凸
凹
に
車
輪
が
挟
ま
る
。 

★
公
衆
電
話
の
受
話
器
に
手
が
届
か
な
い
。 

★
切
符
や
飲
物
の
自
販
機
は
背
が
高
す
ぎ
る
。 

 

意
見
交
換
会
の
後
、
美
味
し
い
お
汁
粉
を

頂
き
ま
し
た
。
車
椅
子
の
方
の
大
変
さ
が
よ

く
理
解
出
来
、
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
は
早
め

に
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

横
浜
市
東
本
郷
社
協 

視
察
研
修
報
告 

 

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
地
区
で
行
な
っ
て
い
る 

 
 
 

「
東
本
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」 

  

送
迎
一
回
に
つ
き
●
●
●
円
と
し
て
有
料

で
行
な
う
送
迎
活
動
は
、
現
在
「
白
タ
ク
」

行
為
と
し
て
違
法
で
あ
り
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
一
方
、
高
齢
や
身
体
不
自
由
で

家
族
な
ど
に
よ
る
支
援
が
困
難
な
家
庭
も
増

え
、
地
域
で
の
「
送
迎
」
の
要
望
は
と
て
も

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

十
一
月
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
横
浜
市

東
本
郷
台
地
区
社
協
の
「
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」

の
運
営
状
況
を
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
横
浜

市
に
は
た
く
さ
ん
の
「
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」
が
あ

り
、
地
区
社
協
の
拠
点
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
団
地
を
含
む
五
千
世
帯
の

こ
の
住
宅
地
で
住
民
の
福
祉
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

勿
論
家
事
支
援
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
送
迎

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
年
間
五
百
二
十
件
の
利
用

（
無
料
）
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
実

費
弁
償
が
社
協
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。
地
区

社
協
所
有
車
（
車
椅
子
対
応
、
寄
付
）
一
台

と
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
十
六
名
）
の
車
で
行

な
わ
れ
、
活
動
に
当
た
っ
て
い
つ
も
問
題
と

な
る
責
任
、
自
動
車
障
害
保
険
に
は
、
全
国

社
協
送
迎
サ
ー
ビ
ス
補
償
と
送
迎
者
自
己
負

担
（
任
意
保
険
）
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
に
喜
ば
れ
る
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
リ
ス
ク
は
高
く
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
抱
え

る
責
任
と
危
険
を
感
じ
な
が
ら
も
行
な
っ
て

い
る
地
区
社
協
会
長
・
関
係
者
の
熱
意
な
く

し
て
は
行
な
え
な
い
こ
と
に
心
打
た
れ
ま
し

た
。 

 

茅
ヶ
崎
市
に
も
福
祉
有
償
運
送
認
可
と
市

社
協
の
個
人
送
迎
が
あ
り
ま
す
。
湘
北
地
区

社
協
で
も
考
え
て
い
く
大
き
な
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。 

～湘北地区の人口＆世帯数～  
 人 増減 世帯 増減 

鶴が台 5,201 (- 36) 2,514 (+ 0) 
香川 11,435 (- 46) 4,340 (- 10) 
松風台 1,555 (- 2) 601 (+ 0) 
甘沼 5,341 (+ 13) 2,096 (+ 19) 
みずき 2,304 (+ 109) 817 (+ 33) 

湘北地区 25,836 (+ 38) 10368 (+ 42) 
 人  世帯  

茅ヶ崎市 234,400 (+ 472) 93775 (+ 391) 
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県
福
祉
セ
ン
タ
〜
湘
南
く
す
の
木 

視
察
研
修
ツ
ア
ー
報
告 

 

一
月
十
四
日
に
神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
湘

南
く
す
の
木
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
前
者
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
加
齢
に
よ
る
聴
覚
不
安
の

検
査
も
し
て
頂
け
る
そ
う
で
す
。 

耳
の
不
自
由
な
方
は
手
話
や
筆
談
を
伝
達

の
手
段
と
し
て
使
い
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
聞

こ
え
な
い
方
は
そ
の
事
を
障
害
と
意
識
し
て

い
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
様
な
方
と
の
会
話

の
不
自
由
な
事
の
理
由
に
私
達
は
聞
こ
え
な

い
事
を
挙
げ
て
い
ま
せ
ん
か
。
見
方
を
変
え

る
と
手
話
の
出
来
な
い
私
達
の
方
が
障
害
者

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
外
見
で
は
気
付
か

な
い
聴
覚
障
害
は
、
社
会
の
理
解
が
少
な
い

事
を
聞
き
、
も
っ
と
気
軽
に
筆
談
を
使
い
手

話
が
出
来
る
と
お
互
い
の
距
離
が
ず
っ
と
近

づ
く
事
を
知
り
ま
し
た
。 

後
者
の
ホ
ー
ム
も
全
室
個
室
で
入
居
し
て

い
る
方
の
表
情
も
明
る
く
、
部
屋
着
で
日
常

を
過
ご
し
て
お
り
想
像
を
超
え
た
よ
い
雰
囲

気
で
し
た
。
社
協
で
手
話
が
普
及
し
た
ら
湘

北
地
区
の
社
会
福
祉
も
一
歩
前
進
す
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

甘
沼
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
」
発
足 

 

子
育
て
中
の
保
護
者
は
育
児
仲
間
と
出
会

え
る
場
所
が
少
な
く
、
不
安
な
思
い
や
地
域

に
馴
染
め
な
い
な
ど
の
状
況
が
見
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
甘
沼
子
育
て
サ
ロ
ン

「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
」
で
は
、
母
親
、
も

し
く
は
身
近
な
家
族
だ
け
て
子
育
て
す
る
の

で
は
な
く
、
広
い
視
野
で
子
育
て
を
見
守
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
同
時
に
、
地
域

の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
集
い
語
ら
い
の

場
と
し
て
、
仲
間
作
り
に
発
展
出
来
れ
ば
と

考
え
ま
す
。
子
供
が
の
び
の
び
と
遊
べ
る
環

境
の
中
で
、
育
ち
合
い
の
場
と
な
る
よ
う
、

利
用
者
の
多
様
な
思
い
に
寄
り
添
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。
十
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
ま
だ
四
回
の
開
催
で
す
が
、
利
用
者
も
常

に
平
均
十
組
を
迎
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
も
二
十
名
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
茅

ヶ
崎
市
子
育
て
支
援
課
、
甘
沼
自
治
会
、
甘

沼
社
協
、
さ
ら
に
甘
沼
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
々
か
ら
玩
具
の
寄
付
や
安
全
面
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
、
様
々
な
形
の
援
助
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
利
用
者
へ

の
愛
情
に
変
え
て
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。 

サ
ロ
ン
は
甘
沼
自
治
会
館
で
、
毎
月
第
一

水
曜
日
に
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
三
時
半
ま

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
午
前
午
後
通
し
て

参
加
さ
れ
る
方
は
お
弁
当
を
御
持
参
下
さ
い
。 

香
川
公
民
館
ま
つ
り 

バ
ザ
ー
に
参
加
し
て 

十
月
三
十
一
日
土
曜
日
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
湘
北
社
協
の
七
つ

の
地
域
か
ら
二
十
五
名
の
方
た
ち
が
朝
八
時

半
に
公
民
館
に
集
合
し
ま
し
た
。 

百
丁
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
大
鍋
で
ゆ
が
き
、

鰹
の
ダ
シ
で
味
を
付
け
、
採
り
た
て
の
柚
子

を
絞
っ
て
練
っ
た
香
の
よ
い
味
噌
お
で
ん
が

出
来
ま
し
た
。
百
人
分
以
上
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
づ
く
り
も
地
元
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、人
参
、

玉
葱
に
豚
肉
を
炒
め
て
煮
あ
げ
、
味
を
深
め

る
た
め
に
リ
ン
ゴ
や
コ
ー
ヒ
ー
や
ニ
ン
ニ
ク

を
加
え
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
美
味
し
く
仕

上
り
ま
し
た
。 

綿
菓
子
に
も
長
い
列
が
出
来
ま
し
た
。
作

る
人
た
ち
は
、
前
髪
に
飴
を
付
け
な
が
ら
の

奮
闘
で
し
た
。
水
飴
せ
ん
べ
い
と
水
飴
の
パ

ッ
ク
詰
め
、
ゆ
ず
味
噌
パ
ッ
ク
、
あ
じ
味
噌

パ
ッ
ク
と
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
用
意
し
て
公
民
館 

ま
つ
り
に
参
加
し
た
皆
さ
ま
に
買
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

地
区
社
協
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
と
十
一
月
に

開
催
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
チ
ラ
シ

の
配
布
も
い
た
し
ま
し
た
。
売
上
金
は
地
域

の
福
祉
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
い
た

し
ま
す
。
（
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 

受
講
し
て 

 

母
の
介
護
の
折
の
経
験
か
ら
、
少
し
で
も

困
っ
て
い
る
方
の
お
役
に
立
ち
た
い
思
い
が

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
を
受
講
す
る
チ

ャ
ン
ス
を
得
て
、牧
岡
英
夫
先
生
、
「
共
育
ひ

ろ
ば
」
主
宰
の
お
話
、
体
験
学
習
、
地
域
活

動
の
紹
介
を
聞
き
、
力
ま
ず
さ
ら
り
と
活
動

し
て
い
る
様
子
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
何

か
協
力
出
来
ま
し
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
漠

然
と
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
一
歩
、

歩
み
が
進
み
ま
し
た
。 

福
祉
大
会 

茅
ヶ
崎
市
社
協
か
ら
感
謝
状 

秋
に
開
か
れ
る
茅
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
福
祉
大
会
で
、
社
協
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
方
に
毎
年
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
第
三
十
回
大
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
新
た
に
市
内
十
二
の
地
区
社
協
の

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
感
謝
状
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
さ
れ
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。
湘
北
地
区
で
は
平
成
元
年

か
ら
副
会
長
・
事
務
局
長
・
会
長
と
し
て
永

年
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
青
木
会
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

〈
青
木
会
長
の
コ
メ
ン
ト
〉
市
社
協
か
ら
の

感
謝
状
を
最
初
に
受
け
る
こ
と
に
な
り
光
栄

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
恐
縮
し
て
い
る
次

第
で
す
。
湘
北
地
区
で
は
役
員
・
理
事
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
す
る
形
が

し
っ
か
り
定
着
し
て
お
り
、
活
動
も
大
変
活

発
で
す
。
私
が
永
年
役
員
を
続
け
て
来
ら
れ

た
の
も
そ
の
お
蔭
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
の
感
謝
状
も
地
区
の
役
員
・
理
事
全
体

へ
の
「
感
謝
状
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
社
協
活
動
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
近
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

『
湘
北
地
区
社
協
』
で
検
索 

 

「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
の
活
動
紹
介
。 

「
子
育
て
支
援
の
広
場
」
や
新
聞
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

健
康
づ
く
り
講
座
「
楽
し
く
食
べ
て
元

気
に
な
ろ
う!

」
三
月
十
三
日
（
土
）
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
香
川
公
民
館
に
て
。 

 

第
三
回
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」

終
了
報
告
。 

 
 

参
加
者
の
感
想
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

            
    

茅 ヶ 崎 市 福 祉 便 利 帳 －福祉施設と相談窓口― 

NO      名    称 所  在  

1 デイサービス あのん 香川 7-3-45 52-2200 

2 ユーミーホーム  湘南の杜 甘沼 272 55-2324 

3 デイサービス かえる甘沼 甘沼 272 56-3611 

4 ショートステイ なごや家・茅ヶ崎 甘沼 321-1 55-0270 

5 デイサービスセンター 遊 茅ヶ崎 甘沼 321-1 55-0271 

6 介護福祉老人施設 ハピネス茅ヶ崎 甘沼 865-1 38-4165 

7 香川在宅介護よろず相談所 結 香川 5-4-29 86-5363 

8 総合福祉 ツクイ 鶴が台 鶴が台 10-3-101 55-1252 

9 地域包括支援センター あかね 香川 3-21-26 55-1535 

10 茅ヶ崎あんしんセンター さがみ農協ビル内 85-1066 

11 茅ヶ崎市消費生活センター 茅ヶ崎市役所内 82－1111代 

健康一口メモ～毎日の食生活バランスよく！ 

◇マ ・・・ま 豆類         

◇ゴ ・・・ご ごま  

◇ワ ・・・・わ  ワカメ 

◇ヤ◇サ ・やさ 野菜（赤緑黄）

◇シ◇イ ・しい シイタケキノコ

編集スタッフ 
吉田正一 （松風台） 

春日 勇 （みずき） 

馬﨑章光 （甘沼） 

山本茂樹 （香川） 

沓澤幸子 （香川） 

倉林民子 （鶴が台） 

内野義生 （ﾗｲﾄﾀｳﾝ） 

印刷 

玉野浩久 （ﾗｲﾄﾀｳﾝ） 

甘沼子育てサロン 
スイートポテトで遊ぶ 

編集後記  

 今年は「見やすく」「役に立つ」「便利な

もの」をと、スタッフで工夫し、ひとまわ

り大きい A3 版で発行となりました。いかが

でしたでしょうか？寄稿ご協力いただきま

した皆様、印刷ご協力いただきましたくす

りの玉野様、スタッフの皆様、まことにど

うもありがとうございました。これからも

地域社会福祉の情報発信「湘北」～湘北社

会福祉協議会をどうぞよろしくお願いたし

ます。      （うちべいびい） 


